








要約: 9-24 歳の健康な女子学生 593 名を対象とし、腰椎及び大腿骨近位部の骨密度測定

を行ない月経歴、身体状況、食生活、運動等のライフスタイルを調査することにより、ピ

ークボーンマス到達期とそれに影響を及ぼす因子を明らかとし、青少年期からのより有効

な骨粗鬆症予防法を検討した。各年齢の骨密度平均値よリピークボーンマスは 16 歳頃と

推測され、これは初経発来から 2-3 年後と考えられた。初経年齢は骨密度と強く相関し、

初経が遅いほど骨密度値は低値を示したが、初経が遅くとも体格指数が平均以上である者

または運動習慣のあった者はさほど低値を示さなかつた。  これらのことから、初経年齢

はピークボーンマス決定の大きな因子と考えられるが、平均値以上の体重を保持すること

や運動の励行によりこの困子を改善でき、 ピークボーンマスを高めることかできると考

えられる。従つて、思春期女性における無謀なダイエット(食事制限)や運動不足は改善さ

れなければならない。


